
若狭町を移住のために見学に来られる方
に旅費、宿泊費を助成します。

若狭町空き家情報バンクに登録されてい
る空き家に住まわれる方のリフォーム費用
を補助します。

事前登録制の乗り合いタクシーで、一回の
乗車につき300円で町内の施設に移動で
きます。

第1子の年齢や保護者の所得に関係なく、
第2子以降の保育料を無料としています。
県内初のこの施策のほか、第1子の保育
料も国の定める利用者負担額に比べ大幅
に減額した設定となっています。

町内外の個人や法人が町内で起業を行う
際に、初期投資等に係る費用の2/3（上
限500万円）を助成します。

町内に自らが居住する目的で住宅を新築、
購入又は改修をするU・Iターンの方に、そ
の費用の一部（新築・購入上限100万円、
改修上限50万円）を助成します。
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元々海の仕事が希望で、こちらへ来る前は養殖の仕事に就いて
いました。しかし、やはり漁がしたくて、日本海側で寒すぎないとこ
ろを探し、ちょうど採用があったおおい町にやってきました。ここは
本当に漁業が盛んで、いろいろな体験ができ、自分がやりたいこ
とを探すことができました。今は、地元の女性と結婚し、底曳網漁
をやっています。頑張った分だけ収入に繋がるのでやりがいがあ
りますね。移住後しばらくは、慣れないことも多く大変だと思いま
すが、住み続ければ普通のことになりますよ。

望んでいた漁業の仕事をこのまちで実現

JR小浜線、路線バスが運行。舞
鶴若狭自動車道大飯高浜ICから
町の中心部まで車で約10分。自
家用車は必須で、スタッドレスタイ
ヤも必要です。65歳以上の高齢
者は町内の路線バスに無料で乗
車できます。

スーパー3店、コンビニエンスストア
2店。地元の新鮮な野菜や獲れた
ての魚介、弁当や総菜、名菓など
を販売する『道の駅うみんぴあ大
飯』、『道の駅名田庄』があり、産
地直送の鮮度の高い食材が入手
できます。

学校に支援員やスクールソーシャ
ルワーカーなどを配置し、子どもの
ための相談・支援体制の充実を
図っています。また、タブレットや
電子黒板の導入・活用などICT教
育にも力を入れ、子ども達の可能
性を広げる教育を行っています。

医療機関は7ヵ所。中学校卒業ま
での子どもについて、外来・入院
を問わず、医療機関などで支払っ
た保険診療分の医療費などの自
己負担分を助成する「子育て支援
医療費助成」を実施しています。

『若狭ぐじ』に代表される海の幸、
キノコや梅、自然薯などの里山の
幸に恵まれています。加工グルー
プによる特産品を活かした商品開
発も進められ、地域に根差した農
林水産物のブランド化に力を入れ
ています。

海水浴場やキャンプ場などのアク
ティビティ施設、全面人工芝のサッ
カー場などのスポーツ施設が充
実。複合レジャースポット「うみん
ぴあ大飯」には、子ども向け体験
施設や温浴施設があり、若狭の
特産品グルメも楽しめます。

愛知県出身。海の仕事がしたいと
考え、舞鶴、愛媛での漁関係の仕
事を経て、おおい町に移住。移住
後妻と出会い結婚。現在は底曳網
漁を行っている。

若狭町へは10年前から遊びに来ており、土地の良さや水・食べ
物のおいしさ、大阪から100㎞という近さが移住の決め手です。
人の数と自然のバランスがよく、車と信号、チェーン店が少ない。
でもインターネットの速度は速いし、Amazonの配達は1日で届
く。魅力はいっぱいです。収入は減りましたが、無駄な付き合いが
なくなり、ゆっくり考える時間を持てるようになりました。どの土地
も、そこにないモノ・コトに気づいたときがチャンスです。あとは勇
気と段取りだけ。ビジネスを探さず、人生を見つけにきてください。

ビジネスでなくライフ（人生）を見つける

都市での消費生活に飽き、モノづく
りができる生活を求め、よく遊びに
訪れていた若狭町へ移住。写真家
として活動しながら、サバサンドなどを
提供するSaba*Caféを夫婦で経営。

JR小浜線、路線バス、コミュニティ
バス、デマンドタクシーが運行。舞
鶴若狭自動車道の若狭三方IC・
若狭上中ICがあり、2018年に三
方五湖PAにスマートインター開
設予定。自家用車はある方が便利
です。

スーパー3店、ホームセンター1店、
コンビニエンスストア7店。『道の
駅三方五湖』では、特産の梅を
使った加工品や野菜などを、『道
の駅若狭熊川宿』では鯖寿司な
どの特産品を販売。梅の直売所
が多数あります。

自然体験を通じて子どもの豊かな
人間性を育み、協調性・創造性・
自主性を伸ばすことを目的に「若
狭里っ子保育」を実施。また、第3
子以降の保育料を無料とするな
ど、子育てサポート事業に力を入
れています。

医療機関は15ヵ所。中学校修了
までの子どもについて、外来・入
院を問わず、医療機関等で支払っ
た保険診療分の医療費や食事療
養費等の自己負担分を助成する
「子ども医療費助成」制度を設け
ています。　　

県内有数の工業団地『若狭テク
ノバレー』には、関西・中京等から
医薬品などの企業10社が進出。
また、農業・漁業が盛んな中、『三
方五湖』周辺で栽培される梅を使
い、梅干しなど多様な加工品が作
られています。

海岸では釣りや海水浴、カヤック
体験、大敷網見学が、『海浜自然
センター』では魚の観察ができま
す。『三方五湖』レイククルーズ、
『縄文博物館』での縄文体験、さ
らに農業体験、梅もぎ・梨狩りも
楽しめます。


